
心を込めて寄り添う終末期ケア

～職員が持つべき心構え～



1. 終末期ケアの基本と重要性



利用者と

家族にとっての重要性

終末期ケアは、利用者だけでなく家族にとっ

ても重要な意味を持ちます。利用者が穏やか

に過ごせることで、家族も安心し、悲しみの中

でも支えられていると感じられます。また、利

用者の最期をどう迎えるかは、家族のグリー

フケア（喪失の悲しみを癒す過程）にも影響

を与えます。家族が利用者の意向を尊重しな

がら見守ることができるよう、職員はサポート

の姿勢を忘れずに心がける必要があります。

終末期ケアの目標

終末期ケアの目標は、利用者のQOL（生活の

質）を最大限に高めることです。具体的には、

身体的な苦痛の軽減、心理的な不安や孤独感

への対応、そして利用者がその人らしく過ごせ

る環境を提供することです。治療による回復が

難しい状況でも、利用者が最後まで「生きる意

義」を感じられるよう、寄り添うケアを行うこと

が重要です。また、家族にとっても心の支えと

なる役割を果たします。

終末期の定義

終末期とは、利用者が病気や老衰によって回

復の見込みがない状態にある段階を指しま

す。この時期は、病気の治療を目的とする医

療よりも、残された時間を利用者が快適に過

ごせるように支援することが重視されます。例

えば、痛みや苦しみを和らげる「緩和ケア」、

利用者が安心して生活できる環境の整備な

どが含まれます。終末期のケアは、利用者の

人生の最終段階を支え、尊厳を守る大切な取

り組みです。

終末期ケアとは何か？



家族ケア

終末期ケアでは、家族へのサポートも重要な

役割を担います。例えば、利用者の状態やケ

ア方針について適切なタイミングで説明し、

不安を和らげることが求められます。また、家

族が疲労や感情的な負担を感じている場合

には、休息を促し、必要に応じて心理的なサ

ポートを提供します。職員は、家族が安心して

利用者を見守れるよう、常に寄り添う姿勢を

持つことが大切です。

心理的ケア

終末期の利用者は、不安や孤独感、死への恐

れを抱えることが少なくありません。このような

心理的な苦痛に寄り添うためには、利用者の

気持ちをじっくりと傾聴することが大切です。

例えば、「何か心配なことがありますか？」と優

しく声をかけ、利用者が安心感を持てるような

コミュニケーションを心がけます。また、利用者

が自分の思いを話しやすい環境を整えること

で、心の負担を軽減することができます。

身体的ケア

身体的ケアは、利用者の痛みや不快感を和ら

げることが最優先です。例えば、褥瘡を予防

するための体位交換や、口腔ケアによる口の

中の清潔保持が挙げられます。また、呼吸が

楽になるような体勢の工夫や、栄養や水分補

給の調整も重要です。これらのケアは、医療

職と連携しながら行うことで、利用者の身体

的苦痛を最小限に抑えることができます。

介護職員の役割



2. 職員としての心構え



利用者の意思を

最優先する

終末期ケアでは、利用者の意思を最優先に

考える姿勢が求められます。例えば、医療や

介護の選択肢について、利用者自身が判断

できるよう情報を丁寧に提供します。また、利

用者が「今日は静かに過ごしたい」「家族と一

緒にいたい」といった希望を持っている場合、

それを実現するための環境を整えます。職員

が利用者の意思を尊重し、自己決定を支える

ことで、利用者は安心感と満足感を持って終

末期を過ごすことができます。

その人らしさを

尊重する

終末期の利用者にとって、「自分らしさ」を尊重

されることは大きな安心感を与えます。例え

ば、過去の生活習慣や好みをケアに反映させ

ることが大切です。食事内容や日常のルーテ

ィンを可能な限り尊重し、「自分が大切にされ

ている」と感じてもらえるケアを提供します。ま

た、利用者が「自分の最期」をどう迎えたいの

かを話し合い、その希望を反映したプランを実

行することも重要です。尊重されることで利用

者は穏やかに過ごせます。

傾聴の姿勢

終末期ケアでは、利用者が抱える不安や悩み

を受け止めるために、傾聴の姿勢が最も重要

です。利用者の言葉だけでなく、表情や仕草

など非言語的なメッセージにも注意を払い、

「この人は自分を理解してくれる」と感じても

らえるよう努めます。例えば、「今日はどんな気

分ですか？」と優しく問いかけ、話した内容に

共感しながら対応します。傾聴を通じて利用

者との信頼関係が築けると、心理的な負担が

軽減され、利用者が安心して過ごせる環境が

整います。

利用者への寄り添い方



チームで支え合う

終末期ケアは、職員一人ではなくチーム全体

で取り組むべきものです。同僚や他職種と連

携し、お互いの感情や業務の負担を分かち合

うことが重要です。例えば、利用者の状態や

家族対応について定期的に情報を共有し、相

談しやすい環境を整えることで、安心して業

務に取り組むことができます。また、チーム内

で「ありがとう」「助かったよ」といった感謝の

言葉を伝え合うことで、職場の雰囲気が良く

なり、支え合う文化が育まれます。

ストレスマネジメント

ストレスを適切に管理することは、終末期ケア

を続ける上で欠かせません。例えば、適度な休

息やリラクゼーションを取り入れ、心と体をリフ

レッシュさせます。また、趣味や運動など、仕事

とは別のリフレッシュ手段を日常に取り入れる

ことも効果的です。さらに、定期的に自分のケ

ア方法を見直し、必要に応じて専門的なサポ

ートを受けることも考慮しましょう。自分のスト

レスを軽減することで、利用者により良いケア

を提供できます。

感情労働への理解

終末期ケアは、職員にとって感情的な負担が

大きい「感情労働」です。利用者や家族と深く

関わる中で、悲しみや無力感を感じる場面が

多くあります。この感情を無視せず、自分自身

の気持ちを整理することが大切です。例えば、

同僚や上司に相談したり、チームでの話し合

いを通じて感情を共有することで、心の負担

を軽減できます。感情労働を正しく理解し、自

分をケアする姿勢を持つことで、長く質の高

いケアを提供できます。

自身の感情との
向き合い方



3. 終末期ケアでの
　具体的な関わり方



スピリチュアルケア

終末期の利用者にとって、人生の意味や価値

を感じられるよう支えるスピリチュアルケアは

非常に重要です。例えば、「どのような思い出

が一番印象に残っていますか？」といった質

問を通じて、その人の人生を振り返る時間を

作ります。また、宗教的な背景を持つ利用者

の場合、祈りや儀式に参加する機会を提供す

ることも効果的です。スピリチュアルケアは、

利用者が自己の存在意義を再確認し、心穏

やかに過ごせるきっかけを作る役割を果たし

ます。

安心感を与える

環境作り

利用者が終末期を穏やかに過ごせるよう、安

心感を与える環境を整えることが大切です。

例えば、利用者が好む音楽を流したり、家族の

写真や思い出の品を部屋に置いたりすること

で、心地よい空間を作ります。また、利用者が

「自分らしくいられる」環境を提供することで、

心理的な負担が軽減されます。さらに、スタッ

フが穏やかで落ち着いた対応を心がけること

で、利用者に「安心して任せられる」という信

頼感を与えることができます。

身体的な
苦痛への対応

終末期ケアにおいて、利用者が抱える身体的

な苦痛を和らげることは最優先事項です。例

えば、痛みがある場合は、医療職と連携して

鎮痛薬の使用を検討します。また、褥瘡を防ぐ

ための体位交換や、呼吸を楽にするための適

切な姿勢調整も重要です。さらに、口腔ケア

や清拭を通じて清潔さを保ち、利用者が快適

に過ごせる環境を提供します。これらのケア

は、利用者の身体的な苦痛を最小限に抑える

だけでなく、心の安定にもつながります。

利用者へのケアの実践



グリーフケア

利用者が亡くなった後、家族が抱える喪失感

や悲しみに寄り添うことがグリーフケアの基

本です。例えば、家族に「何か私たちにできる

ことがあればお知らせください」と声をかけた

り、利用者との思い出を話す機会を設けるこ

とで、家族の悲しみが和らぐことがあります。ま

た、施設内で追悼の場を提供することも効果

的です。家族へのケアを通じて、職員としての

役割を全うし、利用者との最期のつながりを

尊重します。

コミュニケーションの

ポイント

家族とのコミュニケーションでは、誠実で分か

りやすい言葉を使うことが大切です。例えば、

「現在の状態を説明しますが、不明点があれ

ば何でもお尋ねください」といった姿勢で接す

ることで、家族との信頼関係が深まります。ま

た、感情的な話題に直面した際には、家族の

思いを否定せず、「その気持ちはよく分かりま

す」と共感する姿勢を持つことが重要です。家

族とのコミュニケーションが円滑になることで、

より良い終末期ケアが実現します。

家族の不安や負担を
軽減する

終末期を迎える利用者の家族は、不安や悲し

みを抱えることが多いです。職員は、家族が

安心できるよう、定期的に利用者の状態やケ

ア方針について説明を行います。また、家族

の休息が必要な場合は、無理をさせず、ケア

を職員が引き受けることを提案します。家族

の負担を軽減することは、利用者が家族とよ

り良い時間を過ごすためにも重要です。家族

が安心感を持てるようなサポートを提供する

ことが求められます。

家族との関わり方



4. チームで行う終末期ケア



お互いを

尊重する姿勢

多職種間での連携を成功させるためには、お

互いの専門性を尊重し合う姿勢が必要です。

例えば、医師や看護師の意見を尊重しながら

も、介護職員として現場で気づいた利用者の

変化を積極的に伝えることが大切です。多職

種が対等な立場で意見を交わし、最善のケア

を模索する姿勢が、利用者にとっても安心感

を与えます。尊重し合う職場環境が、チーム全

体の信頼関係を強化します。

情報共有の徹底

多職種連携では、利用者の状態や希望を全員

が把握できるよう、情報共有を徹底することが

重要です。例えば、カンファレンスや定例ミー

ティングを通じて、利用者の状態変化やケア

方針を共有します。また、ICTを活用してリア

ルタイムで情報を更新し、緊急時にも迅速に

対応できる仕組みを作ることが効果的です。

情報共有がスムーズに行われることで、スタッ

フ全員が一貫性のあるケアを提供できるよう

になります。

多職種チームの役割

終末期ケアは、多職種が連携して取り組むこ

とで質が高まります。介護職員だけでなく、医

師、看護師、リハビリ職、栄養士など、それぞれ

の専門性を活かしたサポートが重要です。例

えば、医師が身体的な痛みを管理し、看護師

が状態変化を観察し、介護職員が日常的な

ケアを提供します。このように役割を明確にし

ながら協力することで、利用者が快適に過ご

せる環境を整えられます。多職種の力を結集

させることが、終末期ケアの成功の鍵です。

多職種連携の重要性



学び合う文化の醸成

終末期ケアにおいて、チーム全体が学び続ける

姿勢を持つことが重要です。例えば、事例検討

会や研修会を通じて、成功事例や新しいケア方

法を共有します。また、外部研修や学会に参加

したスタッフが学んだ知識を職場に持ち帰り、全

員で共有する仕組みを作ることも効果的です。

このような学び合う文化を醸成することで、チー

ム全体のスキルと意識が向上し、利用者に質の

高いケアを提供できます。

課題の共有と改善

チームで直面する課題を共有し、解決に向け

て話し合うことで、ケアの質が向上します。例

えば、「夜間の利用者の不安をどう和らげる

か」「家族との連携をどう強化するか」といった

具体的なテーマを設定します。課題を共有す

ることで、スタッフ全員が当事者意識を持ち、

改善に向けた具体的な行動を取るようになり

ます。定期的な振り返りと改善の習慣が、より

良い終末期ケアを実現します。

感情面でのサポート

終末期ケアは、感情的な負担が大きいため、

チーム内でのサポートが欠かせません。例え

ば、利用者が亡くなった後、職員同士で思い

を共有し、互いの気持ちに寄り添うことが重

要です。また、カンファレンスや振り返りの場

を設けて、感情を整理する時間を確保します。

これにより、職員一人ひとりの心理的負担が

軽減され、次のケアに向けて前向きな姿勢を

持つことができます。

チーム内での支え合い



5. 終末期ケアで
　大切にしたいこと



利用者と家族への

感謝の気持ち

終末期ケアを行う中で、利用者や家族との関わ

りから学べることは多くあります。例えば、利用者

が話す人生の経験や家族の想いに触れること

で、自分自身の成長につながります。そのため、

利用者と家族への感謝の気持ちを持ち続けるこ

とが重要です。「一緒に時間を共有させてもら

い、ありがとうございます」という気持ちを忘れ

ずに持つことで、ケアに対する姿勢がより真摯な

ものとなります。

人生の最後を

支える意義

終末期ケアは、利用者の人生の最終段階を共

に歩むという、深い意義を持つ仕事です。例え

ば、利用者が最期までその人らしい生活を送

れるように支援することで、利用者自身の満足

感を高めることができます。また、職員にとって

も、利用者と向き合いながら人間の尊厳や生

き方について学べる貴重な機会となります。こ

のケアに携わることで、介護職としてのやりが

いや使命感を深く感じることができるでしょう。

寄り添う心

終末期ケアにおいて最も重要なのは、利用者

とその家族に寄り添う心です。利用者が不安

や孤独を感じているとき、職員がそばにいて

耳を傾けるだけで、安心感を提供できます。例

えば、利用者の思いや希望を丁寧に聞き取

り、「その気持ちを尊重します」と伝えることが

大切です。また、家族が悩みや不安を抱えて

いる場合も、「一緒に支えていきましょう」と声

をかけることで、心の負担を軽減できます。寄

り添う姿勢が、利用者と家族にとって大きな支

えとなります。

利用者と家族を
支える姿勢



自己成長への意識

終末期ケアを行う中で、利用者や家族との関

わりを通じて自分自身が成長する姿勢を持

つことが大切です。例えば、利用者の思いに

触れることで、人間の尊厳や価値観について

深く考える機会が得られます。また、ケアの中

で生じる課題に向き合うことで、問題解決能

力や共感力が高まります。自己成長への意識

を持ち続けることで、利用者に対してより良い

ケアを提供できるようになります。

外部研修や学会参加

終末期ケアに関する知識や技術を深めるた

めには、外部研修や学会への参加が効果的

です。例えば、緩和ケアやスピリチュアルケ

アに関する最新の情報を学ぶことで、利用者

により適切なケアを提供できるようになりま

す。また、他施設の取り組みや事例を知るこ

とで、新たな視点やアイデアを得ることがで

きます。学びの機会を積極的に活用し、自分

自身のスキルを磨き続けることが重要です。

定期的な振り返り

終末期ケアでは、日々の実践を振り返り、自分

のケアが利用者にとって最善だったかを考える

ことが大切です。例えば、「利用者の希望に十

分応えられたか」「家族の不安を軽減できたか」

といった点を振り返ることで、次のケアに活か

せる改善点が見つかります。チームで振り返り

を行うことで、自分一人では気づけなかった視

点を得ることもできます。振り返りの習慣が、質

の高いケアの提供につながります。

継続的な学びと
自己成長



1. 終末期ケアの基本と重要性

• 終末期ケアは、利用者のQOL向上と尊厳の維持を目的としたケア。
• 身体的、心理的な苦痛を和らげることが利用者と家族にとっての支えとなる。
• 職員の役割は、多職種と連携して利用者と家族の生活を支えること。

2. 職員としての心構え

• 傾聴や「その人らしさ」の尊重を通じて、利用者に寄り添う姿勢を持つ。
• 感情労働やストレスに対処し、自分自身をケアしながら業務に取り組む。
• チームで支え合い、安心してケアに専念できる環境を作ることが重要。

3. 終末期ケアでの具体的な関わり方

• 身体的な苦痛の軽減、安心感を与える環境作りを徹底する。
• スピリチュアルケアを通じて、利用者が人生の意味を感じられるよう支援する。
• 家族へのコミュニケーションやグリーフケアを通じて、心の支えとなる。

4. チームで行う終末期ケア

• 多職種連携で利用者を包括的に支えるケアを実現する。
• 情報共有や課題の共有を通じて、チーム全体で一貫性のあるケアを提供。
• 職員同士が学び合い、支え合う文化を育てることが質の向上につながる。

5. 終末期ケアで大切にしたいこと

• 利用者と家族に寄り添い、「その人らしい最期」を支える姿勢を持つ。
• 終末期ケアを通じて、自分自身も成長し続ける意識を持つ。
• 継続的な学びと振り返りを行い、ケアの質を向上させていく。

まとめ

心を込めた
終末期ケアの

実践



最後に

終末期ケアは、利用者の人生の最終章に寄り添い、

その人らしい生活を支える大切な仕事です。 

職員一人ひとりが心を込めてケアに取り組むことで、

利用者と家族に安心感と温かさを提供できます。

 「寄り添う心」を大切に、共に質の高い終末期ケアを

目指しましょう！


